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福島市公設地方卸売市場の概要 

 
１．福島市公設地方卸売市場の概要 

 

 福島市では、福島市内を中心に周辺地域の消費者に毎日の生活に必要な生鮮

食料品等を供給するため卸売市場を開設しています。 

 青果部・水産物部・花き部ごとに、民間の卸売業者、仲卸業者が生鮮食料品

等を集荷・分荷し、小売業者、加工業者、飲食店等（売買参加者、買出人）に

販売する業務用施設です。 

 

◆開設者：福島市 

◆名称：福島市公設地方卸売市場 

◆所在地：福島県福島市北矢野目字樋越1番地 

◆敷地面積：112,000㎡ 

◆建築面積：43,875㎡ 

◆主な都市計画制限等 

用途地域  商業地域 

建ぺい率    80％ 

容積率   400％ 

◆市場沿革 

開  場 （中央卸売市場）  昭和 47 年 10 月   1 日 

業務開始 （青果部・水産物部）  昭和 47 年 11 月   1 日 

業務開始 （花き部）  平成 15 年   4 月 14 日 

地方卸売市場に転換 

指定管理者制度を導入 
 平成 26 年   4 月   1 日 

◆開場時間：午前0時～午後12時 

◆せり開始時刻：青果部⇒午前 7時、水産物部⇒午前 6時、花き部⇒午前 9時 

◆主要施設面積 

①卸売場：16,478 ㎡（青果 10,508 ㎡、水産 4,830 ㎡、花き 1,140 ㎡） 

 ②仲卸売場：6,698 ㎡（青果 4,672 ㎡、水産 1,906 ㎡、花き 120 ㎡） 

 ③買荷保管所：2,791㎡（青果 1,181㎡[荷捌き所] 水産1,102㎡、花き508㎡） 

 ④業者事務所：7,210㎡ 

 ⑤冷蔵庫棟：3,047 ㎡ 

 ⑥倉庫：3,502㎡ 

 ⑦関連事業所：2,027㎡ 
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 ⑧管理事務所：1,030㎡ 

 ⑨アラ集積所：210㎡ 

 ⑩保冷庫：450 ㎡ 

 ⑪駐車場：約 1,350台分 

 

２．立地 

本市場は、国道4号と13号の２つの国道に挟まれ立地しており、さらに東北自動車道福

島飯坂IC に近い位置にあります。 

また現在、福島県の浜通りと山形・秋田方面を結ぶ東北中央自動車道の整備が進められ

ています。本市のエリアにおいては、東北自動車道の福島JCTに接続された上名倉飯坂伊

達線（通称：フルーツライン）との交差位置に福島大笹生ICが設置され、米沢北IC（米沢

市）間の供用が開始されていることに加え、福島大笹生ICへの「道の駅」施設整備計画も

進行しています。今後、東北中央自動車道の整備によって、広域からの実需者（※）等の

獲得や取扱商品の輸送効率の向上が期待できます。 

このように本市場は交通利便性や青果物の調達の面で非常に優位性の高い立地条件が備

わっていると言えます。 

さらに、本市場が位置する県北地域は全国有数の果樹産地であるとともに野菜・花きの

産地でもあり、本市場への出荷数量も多いことから青果部と花き部は「産地市場」となっ

ています。 

 ※実需者：本市場では、日常的に消費者と接しているスーパー、外食、生協、百貨店、食品加工業等が

あげられます。 

 

＜本市場の位置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島市公設地方卸売市場 経営展望） 
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３．場内事業者 

本市場では、青果部12社、水産物部4社、花き部3社、関連事業者15社の合計34社が

営業しています。 

青  果  部 卸売業者 1 社 

仲卸業者 11 社 

水 産 物 部 卸売業者 1 社 

仲卸業者 3 社 

花  き  部 卸売業者 1 社 

仲卸業者 2 社 

関 連 事 業 者 15 社 

合     計 34 社 

 

４．取扱状況 

（１）取扱数量の多い主要な生鮮食料品等 

各部門において、取扱数量の多い生鮮食料品等は以下のとおりです。 

青果部 野 菜 たまねぎ、キャベツ、大根、人参、白菜、きゅうり 等 

果 物 温州みかん、桃、その他中晩生柑橘、バナナ、日本なし、りんご 等 

水 産 物 部 食品（冷）、切身加工品、塩さけ、めばち、かつお、練製品 等 

花  き  部 白－輪菊、スプレ－菊、黄－菊、赤小菊、カーネーション、黄小菊 等 

 

（２）生産地 

  ①青果は、本市を中心に北海道や千葉などの取扱量が多くなっています。 

  ②水産物は、宮城や岩手などの取扱量が多くなっています。 

  ③花きは、本市を中心に国内外から幅広く集荷を行っています。 

■産地別取扱順位（左から取扱量が多い順） 

青  果  部 福島、北海道、千葉、茨城、青森、熊本、国外各国 等 

水 産 物 部 宮城、岩手、東京、千葉、青森、福島、北海道、新潟 等 

花  き  部 福島、愛知、沖縄、国外各国 等 
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（３）取扱数量 

取扱数量は、平成30年において、水産部6,701トン、青果部49,331トン、花き部

19,380千本・千鉢・千個の取り扱いを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島市公設地方卸売市場 令和元年度 市場概要） 

 

 

（４）取扱金額 

 取扱金額は、平成30年において、青果部11,722百万円、水産部6,182百万円、花き部

1,456百万円の取り扱いとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：福島市公設地方卸売市場 令和元年度 市場概要） 
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